


香川津の二孝子について 
 
福井権蔵、田中利吉兄弟は城東小畑村の人で、義兄弟。母が妹を 

出産後、肥立ちが悪く病んでいた。母の回復を願い、兄弟揃って日に

数回水に浴し、金毘羅社の祠(現在の円政寺)に詣でた。 
 
文化１２(１８１５)年１２月１１日の夜は日暮れに海水に浴し、  

裸足で出かけた。その夜は風が激しく吹き、拳のような雪や霰が落ち

てくるような夜だった。既に７日間の断食を行っていたこともあり、

金毘羅社を詣でたあと、ついに２人とも力尽き、亡くなった。権蔵は

２２歳、利吉は１６歳だった。 
 
 この２人の兄弟の話を聞いた１０代藩主毛利斉煕公は、涙を流して

憐れみ、文化１３(１８１６)年、２人の行を顕彰し、医徳寺(香川津) 
境内に「紀二孝子事」碑を建立した。 
 
 その後この碑は大正３（１９１４）年の百年忌を営むに際し、新川

に移建し、「移孝子碑記」の碑が傍に建立された。さらに昭和１３  

（１９３８）年には「香川津二孝子絶命之処」という碑が松本川の 
東側に建立、昭和３９（１９６４）年には「紀二孝子事」碑と 
「移孝子碑記」の２つを「香川津二孝子絶命之処」碑の北川に並べて

建立された。 
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